
 

熊による人身被害の発生状況及び対策について 

１ 人身被害発生の状況 

  〇１例目 

   ・日 時   7 月 12 日（月）午前 5時 30 分ごろ 

   ・場 所   苗ヶ島町１７７４番地付近 市道上 

・被害者   ６６歳男性（重症） 

〇２例目 

   ・日 時   7 月 1６日（金）午後２時１５分ごろ 

   ・場 所   柏倉町３６４４番地付近 山林内 

・被害者   ２５歳男性（重症） 

 

２ これまでの対応状況 

(1)市広報等（まちの安全ひろメール、ＨＰ、防災無線）による注意喚起を実施 

(2)市職員と猟友会による緊急パトロールを実施 

(3)宮城・粕川地区へ注意喚起のチラシを回覧 

(4)市立小中学校の児童生徒のタブレット端末に注意情報を発信 

 

３ 今後の方針 

(1)熊目撃情報マップ（Ｗｅｂ）の作成 

・市民に対して周知を行うとともに、市民からの目撃情報も収集する。 

(2)人身被害発生付近での緩衝帯の設置（篠藪等の伐採） 

(3)パトロールの実施 

・夏休み期間中、宮城、粕川、大胡、富士見、芳賀地区でパトロールを実施 

車両に注意喚起のマグネットステッカーを装着し、音声で注意喚起を図る。 

(4)くくり罠、箱罠の活用（イノシシ、シカ等有害鳥獣対策併用） 

・くくり罠設置 ５００基作動中に加え１００基増設 

・箱罠設置  ５０基作動中に加え５基増設 

(5)注意看板を増設 

(6)消防団との連携を強化 

(7)猟友会の組織強化支援 


